
正
定
滅
度
ノ
ー
ト２

０
２
０
．
０
３
．

本
願
寺
名
古
屋
別
院

お
つ
と
め

仏
告
阿
難
。
其
有
衆
生
。
生
彼
国
者
。
皆
悉
住
於
。
正
定
之
聚
。

ぶ
つ

ご

あ

な
ん

ご

う

し
ゅ

じ
ょ
う

し
ょ
う

ひ

こ
く

し
ゃ

か
い

し
つ

じ
ゅ
う

お

し
ょ
う

じ
ょ
う

し

じ
ゅ

所
以
者
何
。
彼
仏
国
中
。
無
諸
邪
聚
。
及
不
定
聚
。

し
ょ

い

し
ゃ

が

ひ

ぶ
っ

こ
く

ち
ゅ
う

む

し
ょ

じ
ゃ

じ
ゅ

ぎ
ゅ
う

ふ

じ
ょ
う

じ
ゅ

十
方
恒
沙
。
諸
仏
如
来
。
皆
共
讃
嘆
。
無
量
寿
仏
。
威
神
功
徳
。

じ
っ

ぽ
う

ご
う

じ
ゃ

し
ょ

ぶ
つ

に
ょ

ら
い

か
い

ぐ

さ
ん

だ
ん

む

り
ょ
う

じ
ゅ

ぶ
っ

い

じ
ん

く

ど
く

不
可
思
議
。

ふ

か

し

ぎ

諸
有
衆
生
。
聞
其
名
号
。
信
心
歓
喜
。
乃
至
一
念
。
至
心
廻
向
。

し
ょ

う

し
ゅ

じ
ょ
う

も
ん

ご

み
ょ
う

ご
う

し
ん

じ
ん

か
ん

ぎ

な
い

し

い
ち

ね
ん

し

し
ん

え

こ
う

願
生
彼
国
。
即
得
往
生
。
住
不
退
転
。
唯
除
五
逆
。
誹
謗
正
法
。

が
ん

し
ょ
う

ひ

こ
く

そ
く

と
く

お
う

じ
ょ
う

じ
ゅ
う

ふ

た
い

て
ん

ゆ
い

じ
ょ

ご

ぎ
ゃ
く

ひ

ほ
う

し
ょ
う

ぼ
う

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

世
尊
我
一
心

帰
命
尽
十
方

無
碍
光
如
来

願
生
安
楽
国
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２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度

提
要

【
題
意
】

浄
土
真
宗
の
法
義
は
、
現
生
の
此
土
に
お
い
て
正
定
聚
の
利
益
を
え
て
、
当
来
の
彼
土
に
お
い
て
滅
度
の
利
益

を
う
る
。
こ
の
二
つ
の
利
益
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
現
生
の
此
土
に
お
い
て
、
一
分
で
も
滅

度
の
利
益
を
う
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

第
十
一
願
文
「
設
我
得
仏
、
国
中
人
天
、
不
住
定
聚
、
必
至
滅
度
者
、
不
取
正
覚
」

【
釈
名
】

「
正
定
」「
滅
度
」

【
義
相
】

一
、
第
十
一
願
文
の
意

①
願
文
当
面
の
意

②
正
定
聚
の
意
義

二
、
現
生
正
定
聚
の
義

①
現
生
正
定
聚
の
文
証
と
理
証

②
信
益
同
時
と
現
生
十
種
の
益

三
、
滅
度
密
益
と
一
益
法
門
の
否
定

①
「
即
得
往
生
」
と
正
定
聚
の
関
係

②
「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」
の
解
釈

四
、
広
門
示
現
相

①
難
思
議
往
生

②
浄
土
の
正
定
聚

『
安
心
論
題
綱
要
』
勧
学
寮

昭
和6

0

年

〔
題
意
〕

真
宗
は
現
生
正
定
聚
・
彼
土
滅
度
の
二
益
で
あ
っ
て
、
此
土
に
お
い
て
滅
度
の
果
を
一
分
た
り
と
も
証
得
す

る
の
で
は
な
い
旨
を
明
ら
か
に
す
る
。

〔
出
拠
〕

『
御
文
章
』
一
帖
目
第
四
通
（
真
聖
全
三
︲
四
〇
七
・
原
典
版
一
一
一
三
）
に
、

問
て
い
は
く
、
正
定
と
滅
度
と
は
一
益
と
こ
ゝ
ろ
う
べ
き
か
、
ま
た
二
益
と
こ
ゝ
ろ
う
べ
き
や
。
答
て
い
は
く
、

一
念
発
起
の
か
た
は
正
定
聚
な
り
。
こ
れ
は
機
土
の
益
な
り
。
つ
ぎ
に
滅
度
は
浄
土
に
て
う
べ
き
益
に
て
あ
る

な
り
と
こ
ゝ
ろ
う
べ
き
な
り
。
さ
れ
ば
二
益
な
り
と
お
も
ふ
べ
き
も
の
な
り
。

と
あ
る
。
そ
の
他
、
存
覚
師
の
『
六
要
鈔
』（
真
聖
全
二
︲
三
二
一
）
に
も
、
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問
、
定
聚
・
滅
度
是
二
益
欺
、
又
一
益
欺
。
答
、
是
二
益
也
。

等
と
釈
さ
れ
て
い
る
。

〔
釈
名
〕

「
正
定
」
と
は
正
定
聚
の
略
で
あ
っ
て
、
正
定
聚
と
は
邪
定
聚
・
不
定
聚
に
対
し
、
滅
度
に
至
る
こ
と
に
正

し
く
定
ま
っ
た
聚
類
の
義
で
あ
る
。「
滅
度
」
と
は
大
涅
槃
で
あ
っ
て
、
生
死
の
迷
い
の
因
果
を
滅
し
た
仏
果

を
い
う
。

〔
義
相
〕

願
文
当
面第

十
一
願
に
は
正
定
聚
と
滅
度
が
誓
わ
れ
て
あ
り
、
そ
の
成
就
文
に
は
正
定
聚
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
第
十
一
願

の
当
面
で
は
正
定
聚
も
滅
度
も
、
共
に
彼
土
の
益
と
し
て
示
さ
れ
て
あ
る
。

宗
祖
の
釈然

る
に
宗
祖
は
、
第
十
一
願
の
滅
度
は
第
十
八
願
の
因
に
ょ
っ
て
彼
土
に
お
い
て
得
る
究
竟
仏
果
と
し
、
そ
の
正

定
聚
は
第
十
八
願
の
機
の
現
生
に
お
け
る
得
益
と
せ
ら
れ
る
。
な
ぜ
現
生
正
定
・
彼
土
滅
度
と
せ
ら
れ
る
か
と
い
う

に
、
名
号
は
悲
智
万
行
を
円
具
せ
る
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
領
受
し
た
と
き
、
そ
の
機
の
上
に
仏
因
が
円
満
し
て
、
彼

土
に
往
生
す
る
と
同
時
に
滅
度
の
大
果
を
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
滅
度
に
至
る
ま
で
の
因
の
位
、
す
な
わ
ち
正
定
聚
は

現
生
で
語
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

二
益

と
こ
ろ
で
、
名
号
を
領
受
す
る
こ
と
は
、
仏
果
を
開
く
べ
き
因
徳
が
衆
生
に
具
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
生
に
あ
っ

て
滅
度
の
果
を
一
分
た
り
と
も
証
得
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
滅
度
密
得
・
一
益
法
門
（
一
益
達
解
）の
義
は
宗
祖

の
意
に
反
す
る
。
ま
た
、
経
釈
の
上
に
彼
土
に
お
け
る
正
定
聚
を
示
さ
れ
て
あ
る
の
は
、
滅
度
の
果
を
得
た
後
の
広
門

示
現
の
相
と
す
る
の
で
あ
る
。

〔
結
び
〕真

宗
は
、
現
生
正
定
聚
・
彼
土
滅
度
の
二
益
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
此
土
に
お
い
て
滅
度
の
果
を
証
得
す
る
と
は

解
し
な
い
。
な
お
、
正
定
聚
は
彼
土
に
も
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
果
後
の
広
門
示
現
の
相
で
あ
る
と
す
る
。

平
成

年
本
山
「
正
定
滅
度
」
判
決

13

【
題
意
】

浄
土
真
宗
は
現
生
正
定
聚
・
彼
土
滅
度
の
二
益
を
語
る
の
で
あ
る
が
、
現
生(

此
土)

に
お
い
て
は
、
滅
度
の

果
を
一
分
た
り
と
も
証
得
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

『
教
行
信
証
』｢

証
巻｣

に
は｢

然
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
羣
萠
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、

即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
之
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
故
に
、
必
ず
滅
度
に
至
る
。｣(

真
聖
全
二
、

一
〇
三)

と
あ
り
、『
六
要
鈔
』
に
は｢

問
ふ
。
定
聚
・
滅
度
は
是
れ
二
益
歟
、
又
一
益
歟
。
答
ふ
。
是
れ
二
益

也
。
定
聚
と
い
ふ
者
、
是
れ
不
退
に
当
た
る
、
滅
度
と
言
ふ
者
是
れ
涅
槃
を
指
す
。｣(

同
前
三
二
一)

と
あ
り
、

ま
た
『
御
文
章
』
に
は｢

問
て
い
は
く
、
正
定
と
滅
度
と
は
一
益
と
こ
こ
ろ
う
べ
き
か
、
ま
た
二
益
と
こ
こ
ろ

う
べ
き
や
。
答
て
い
は
く
、
一
念
発
起
の
か
た
は
正
定
聚
な
り
。
こ
れ
は
穢
土
の
益
な
り
。
つ
ぎ
に
滅
度
は
浄

土
に
て
得
べ
き
益
に
て
あ
る
な
り
と
こ
こ
ろ
う
べ
き
な
り
。さ
れ
ば
二
益
な
り
と
お
も
ふ
べ
き
も
の
な
り
。｣(

真

聖
全
三
、
四
〇
七)

と
あ
る
。

20220330更新 正定滅度
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【
釈
名
】

｢

正
定｣
と
は
正
定
聚
の
略
で
あ
っ
て
、
正
定
聚
と
は
邪
定
聚
・
不
定
聚
に
対
し
、
滅
度
に
至
る
こ
と
に
正
し
く

定
ま
っ
た
聚
類
の
義
で
あ
る
。

｢

滅
度｣

と
は
大
涅
槃
で
あ
っ
て
、
生
死
の
迷
い
の
因
果
を
滅
し
た
仏
果
を
い
う
。

【
義
相
】

①
正
定
聚
を
現
益
と
し
、
滅
度
を
当
益
と
す
る
理
由
。

第
十
一
願
に
正
定
聚
と
滅
度
が
誓
わ
れ
て
あ
り
、
そ
の
成
就
文
に
は
正
定
聚
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
第
十
一

願
の
当
面
で
は
正
定
聚
も
滅
度
も
共
に
彼
土
の
益
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

然
る
に
宗
祖
は
、『
如
来
会
』
の
第
十
一
願
成
就
文
に
よ
っ
て
正
定
聚
を
現
生
の
得
益
と
す
る
。

何
故
そ
う
な
る
か
と
い
え
ば
、
名
号
は
悲
智
万
行
を
円
具
す
る
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
領
受
し
た
時
、
そ

の
機
上
に
仏
因
が
円
満
し
て
、
彼
土
に
往
生
す
る
と
同
時
に
滅
度
の
大
果
を
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
滅
度
に
至

る
ま
で
の
因
の
決
定
、
す
な
わ
ち
正
定
聚
は
現
生
で
い
わ
れ
、
果
の
顕
現
が
滅
度
で
あ
る
。

②
正
定
聚
の
現
当
両
義

経
釈
の
上
に
彼
土
に
お
け
る
正
定
聚
が
示
さ
れ
て
あ
る
の
は
、
滅
度
の
果
を
得
た
後
の
広
門
示
現
の
相
と
す

る
。

③
滅
度
密
益
、
一
益
法
門
を
否
定
す
る
理
由

名
号
を
領
受
す
る
こ
と
は
、
仏
果
を
開
く
べ
き
因
徳
が
衆
生
に
具
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
生
に
あ
っ
て
滅
度

の
果
を
一
分
た
り
と
も
証
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
穢
土
で
あ
り
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で
あ
る
か
ぎ
り
、
証

果
は
彼
土
で
あ
る
。
そ
れ
故｢

信
巻｣

の
便
同
弥
勒
釈
に
は｢

臨
終
一
念
の
夕
べ
、
大
般
涅
槃
を
超
証
す
。｣(

真

聖
全
二
、
七
九)

と
あ
る
。

④
現
生
正
定
聚
の
具
体
相

現
生
十
種
の
益
の
中
に
、
現
実
に
具
体
的
に
生
き
る
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上

20220330更新 正定滅度
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会
読
案

【
題
意
】【
出
拠
】
提
要
に
順
う

【
釈
名
】

「
正
定
」

正

ま
さ
し
く

当

ま
さ
に

定

決
定

必
定

聚

聚
類

な
か
ま

「
正
定
聚
」

ま
さ
し
く
滅
度
に
い
た
る
こ
と
が
定
ま
っ
た
聚
類

上
座
部
の
三
聚

『
長
阿
含
経
』（
Ｔ1.50b)

是
論
。
復
有
三
法
。
謂
三
聚
。
正
定
聚
邪
定
聚
不
定
聚
。

世
親
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
十
（
Ｔ29.56c)

世
尊
於
此
有
情
世
間
生
住
沒
中
建
立
三
聚
。
何
謂
三
聚
。
頌
曰

正
邪
不
定
聚

聖
造
無
間
餘

論
曰
。
一
正
性
定
聚
。
二
邪
性
定
聚
。
三
不
定
性
聚
。

何
名
正
性
。
謂
契
經
言
。
貪
無
餘
斷
。
瞋
無
餘
斷
。
癡
無
餘
斷
。
一
切
煩
惱
皆
無
餘
斷
。

是
名
正
性
。

定
者
謂
聖
。
聖
謂
已
有
無
漏
道
生
遠
諸
惡
法
故
名
爲
聖
。
獲
得
畢
竟
離
繋
得
故
。
定
盡
煩

惱
故
名
正
定
。
諸
已
獲
得
順
解
脱
分
者
。
亦
定
得
涅
槃
。

何
非
正
定
。
彼
後
或
墮
邪
定
聚
故
。

又
得
涅
槃
時
未
定
故
。
非
如
預
流
者
極
七
返
有
等
。

又
彼
未
能
捨
邪
性
故
。
不
名
正
定
。

何
名
邪
性
。
謂
諸
地
獄
傍
生
餓
鬼
。
是
名
邪
性
。
定
謂
無
間
。
造
無
間
者
必
墮
地
獄
故
名

邪
定
。

正
邪
定
餘
名
不
定
性
。
彼
待
二
縁
可
成
二
故

＊
説
一
切
有
部
倶
舍
論
＊
卷
第
十

正
定
聚

正
性
（
涅
槃
）
に
定
ま
る
聚
類

四
果
の
聖
者預

流
果
の
聖
者
は
正
性
（
涅
槃
）
を
さ
と
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る

【
四
向
四
果
】
仏
教
用
語
。
四
向
四
得
，
四
双
八
輩
と
も
い
う
。
部
派
仏
教
に
お
い
て
，
修
行
し
て
い
く
段
階
を
意
味

す
る「
向
」
と
，
そ
れ
に
よ
っ
て
到
達
し
た
境
地
を
意
味
す
る「
果
」と
を
総
称
し
た
も
の
。
預
流
向

(

よ
る
こ
う)

・
預

流
果
，
一
来
向
・
一
来
果
，
不
還
向

(

ふ
げ
ん
こ
う)

・不
還
果
，
阿
羅
漢
向
・
阿
羅
漢
果
を
さ
す
。

(1)

預
流
向
と
は
四
諦

(

し
た
い)

を
観
察
す
る
段
階
で
あ
る
見
道
で
，
欲
界
，
色
界
，
無
色
界
の
三
界
の
煩
悩
を

20220330更新 正定滅度
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断
じ
つ
つ
あ
る
間
を
い
い
，
預
流
果
と
は
見
道
の
そ
れ
ら
の
煩
悩
を
断
じ
終
っ
て
も
は
や
地
獄
，
餓
鬼
，
畜
生
の
三
悪

道
に
は
堕
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
状
態
を
い
う
。

(2
)

一
来
向
と
は
四
諦
を
観
察
す
る
こ
と
を
繰
返
し
て
い
く
修
道
の
段
階
で
，
欲
界
の
修
道
の
煩
悩
を9

種
に
分

類
し
た
う
ち
の6

種
の
煩
悩
を
断
じ
つ
つ
あ
る
間
を
い
い
，
一
来
果
と
は
そ
の6

種
の
煩
悩
を
断
じ
終
っ
た
位
を
い

う
。

(3)

不
還
向
と
は
一
来
果
で
断
じ
き
れ
な
か
っ
た
残
り
の3

種
の
煩
悩
を
断
じ
つ
つ
あ
る
間
を
い
い
，
不
還
果
と
は

そ
の3

種
の
煩
悩
を
断
じ
終
っ
た
位
を
い
う
。

(4
)

阿
羅
漢
向
と
は
不
還
果
を
得
た
聖
者
が
す
べ
て
の
煩
悩
を
断
じ
つ
つ
あ
る
間
を
い
い
，
阿
羅
漢
果
と
は
す
べ
て

の
煩
悩
を
断
じ
終
っ
て
涅
槃

(
ね
は
ん)

に
入
り
，
も
は
や
再
び
生
死
を
繰
返
す
こ
と
が
な
く
な
っ
た
位
を
い
う
。

出
典

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典

小
項
目
事
典

邪
定
聚

無
間
業
を
つ
く
り
、
邪
性
（
地
獄
傍
生
餓
鬼
）
に
堕
す
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る
聚
類

不
定
聚

正
と
も
邪
と
も
定
ま
ら
な
い
聚
類

善
縁
に
あ
え
ば
正
定
聚

悪
縁
に
あ
え
ば
邪
定
聚

大
乗
の
三
定
聚

龍
樹
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
Ｔ32.596

）

然
三
聚
門
有
其
三
種
。
云
何
爲
三
。

回
行
住

一
者
十
信
前
名
爲
邪
定
聚
。
不
能
信
業
果
報
等
故
。

等
覚

十
地

三
賢

十
信

十
信
前

三
賢
及
十
聖
名
爲
正
定
聚
。
決
定
安
立
不
退
位
故
。

正

不

邪

十
種
信
心
名
爲
不
定
聚
或
進
。
或
退
未
決
定
故
。

二
者
十
信
前
并
十
信
心
名
爲
邪
定
聚
皆
無
善
根
故
。

正

不

邪

無
上
大
覺
果
名
爲
正
定
聚
已
滿
足
故
。

三
賢
及
十
聖
名
爲
不
定
聚
。
皆
未
究
竟
故
。

三
者
十
信
前
名
爲
邪
定
聚
。
無
樂
求
心
故
。

正

不

邪

十
聖
名
爲
正
定
聚
。
已
得
眞
證
故
。

十
信
三
賢
名
爲
不
定
聚
未
得
正
證
故
。
是
名
爲
三
。

宗
祖
の
三
定
聚

邪
定
聚

邪
雑
の
行
に
心
が
定
ま
っ
て
い
る
聚

『
一
念
多
念
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻669

頁
）（『
註
釈
版
』686

頁
）

「
邪
聚
」
と
い
ふ
は
、
雜
行
雜
修
萬
善
諸
行
の
ひ
と
、
報
土
に
は
な
け
れ
ば
な
り
と
い
ふ
な
り
。

雑
行

往
生
に
対
し
て
よ
こ
し
ま
な
行

雑
修

さ
ま
ざ
ま
な
行
を
ま
じ
え
て
修
し
純
一
で
な
い
こ
と
。
専
修
に
対
す
る
語
。

①
雑
行
を
修
す
る
こ
と

②
五
正
行
の
中
の
正
定
業(

称
名)

と
助
業（
読
誦
・
観
察
・
礼
拝
・
讃
嘆
供
養
）

を
同
格
に
み
な
し
て
修
す
る
こ
と
。
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③
行
は
正
行
で
あ
っ
て
も
、
修
す
る
心
が
自
力
心
で
あ
る
場
合
を
い
う
。

④
専
ら
念
仏
を
修
し
て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
現
世
の
福
利
を
祈
る
場

合
を
い
う
。

不
定
聚

所
属
不
定
・
転
入
不
定
の
聚

『
一
念
多
念
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻669

頁
）

「
不
定
聚
」
は
、
自
力
の
念
佛
、
疑
惑
の
念
佛
の
人
は
、
報
土
に
な
し
と
い
ふ
な
り
。

法
は
他
力

本
願
の
名
号
を
行
じ
て
い
る

機
は
自
力

名
号
の
功
徳
性
に
の
み
目
を
つ
け
、
称
名
の
功
徳
を
積
み
上
げ
て

回
向
し
て
救
わ
れ
よ
う
と
計
ら
っ
て
い
る

要
門
と
弘
願
の
中
間
に
あ
っ
て
、
進
め
ば
弘
願
、
退
け
ば
要
門
に
堕
す
る

正
定
聚

正
定
業
た
る
名
号
を
領
受
し
た
信
心
の
聚

「
正
定
の
聚
」
左
訓

〔
必
ず
仏
に
な
る
べ
き
身
〕

『
一
念
多
念
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻664
頁
）（『
註
釈
版
』680

頁
）

一
般
に
菩
薩
の
修
道
の
地
位
を
示
す
三
定
聚
を

第
十
一
願
成
就
文
の
心
に
よ
っ
て
真
仮
分
判
の
名
目
と
し
て
転
用
し
て
い
る
。

「
滅
度
」

梵
語nirvANa

ニ
ル
バ
ー
ナ
。
音
写
泥
洹
。
摩
訶
般
涅
槃
那
。
の
訳
語
。
仏
果
涅
槃
。

な
い
お
ん

滅

煩
悩
を
滅
し
た
境
地

度

生
死
の
苦
海
を
渡
る
こ
と

20220330更新 正定滅度
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【
義
相
】

一
、
第
十
一
願
文
の
意

①
願
文
当
面
の
意

願
文

（11

）

た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
・
天
、
定
聚
に
住
し
、
か
な
ら
ず
滅
度
に

至
ら
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

成
就
文

そ
れ
衆
生
あ
り
て
か
の
国
に
生
る
る
も
の
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
ゆ
ゑ
は
い

か
ん
。
か
の
仏
国
の
な
か
に
は
も
ろ
も
ろ
の
邪
聚
お
よ
び
不
定
聚
な
け
れ
ば
な
り
。

Ｑ

ど
う
い
う
意
味
か
。

Ａ

浄
土
に
往
生
し
た
者
は
正
定
聚
。
浄
土
に
は
邪
定
聚
・
不
定
聚
が
い
な
い
か
ら
。

②
正
定
聚
の
意
義

Ｑ

彼
土
の
正
定
聚
は
ど
う
い
う
者
か
。

Ａ

不
退
に
し
て
必
至
滅
度
。
回
伏
の
難
な
し
。
輪
廻
の
迷
い
に
後
戻
り
し
な
い
。

『
往
生
論
註
』
上
（『
聖
典
全
書
』
一
巻449

頁
）

「
易
行
道
」
と
は
、
い
は
く
、
た
だ
信
仏
の
因
縁
を
も
つ
て
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
仏
願
力

に
乗
じ
て
、
す
な
は
ち
か
の
清
浄
の
土
に
往
生
を
得
、
仏
力
住
持
し
て
、
す
な
は
ち
大
乗
正
定
の
聚

に
入
る
。
正
定
は
す
な
は
ち
こ
れ
阿
毘
跋
致
な
り
。

『
同
』
下

三
願
的
証
（『
聖
典
全
書
』
一
巻528

頁
）

仏
願
力
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
正
定
聚
に
住
す
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
り

て
、
も
ろ
も
ろ
の
回
伏
の
難
な
し
。
ゆ
ゑ
に
速
や
か
な
る
こ
と
を
得
る
二
の
証
な
り
。

二
、
現
生
正
定
聚
の
義

①
現
生
正
定
聚
之
文
証
と
理
証

Ｑ

宗
祖
の
現
生
正
定
聚
の
文
を
挙
げ
よ
。

Ａ

「
証
文
類
」
真
実
証
釈

証
果
徳
相

（
現
代
語
版
『
教
行
信
証
』）

「
証
文
類
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻133

頁
）

さ
て
、
煩
悩
に
ま
み
れ
、
迷
い
の
罪
に
汚
れ
た
衆
生
が
、

（『
註
釈
版
』307

頁
）

仏
よ
り
回
向
さ
れ
た
信
と
行
（
五
念
門
行
の
徳
を
収
め
た

然
煩
惱
成
就
凡
夫
、
生
死
罪
濁
群
萌
、
獲
往
相
回
一
心
）
を
得
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
大
乗
の
正
定
聚
の
位

向
心
行
、
卽
時
入
大
乘
正
定
聚
之
數
。
住
正
定
聚
に
入
る
の
で
あ
る
。
正
定
聚
の
位
に
あ
る
か
ら
、
浄
土
に

故
必
至
滅
度
。

生
れ
て
必
ず
さ
と
り
に
至
る
。

Ｑ

宗
祖
の
第
十
一
願
文
を
読
め

Ａ「
証
文
類
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻133

頁
）

『
一
念
多
念
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻663

頁
）

（『
註
釈
版
』308

頁
）

（『
註
釈
版
』679

頁
）

【2

】

必
至
滅
度
の
願
文
、『
大
経
』

「
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国
の
う
ち
の
た
と
ひ
わ
れ
佛
を
え
た
ら
む
に
、
く
に
の
う
ち
の
人
天
、

20220330更新 正定滅度
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人
・
天
、
定
聚
に
住
し
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
ら
定
聚
に
も
住
し
て
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
い
た
ら
ず
は
、
佛

ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
」

に
な
ら
じ

【3

】

『
無
量
寿
如
来
会
』（
上
）

「
も
し
わ
れ
成
仏
せ
ん
に
、
国
の
う
ち
の
有
情
、
も
し
わ
れ
佛
に
な
ら
む
に
、
く
に
の
う
ち
の
有
情
、
も
し

も
し
決
定
し
て
等
正
覚
を
成
り
、
大
涅
槃
を
証
せ
決
定
し
て
等
正
覺
を
な
り
て
大
涅
槃
を
證
せ
ず
は
、
佛
に

ず
は
、
菩
提
を
取
ら
じ
」
と
。

な
ら
じ

【4

】

願
成
就
の
文
、『
経
』（
大
経
・
下
）

「
そ
れ
衆
生
あ
り
て
、
か
の
国
に
生
る
れ
ば
、
み
そ
れ
衆
生
あ
て
、か
の
く
に
に
む
ま
れ
む
と
す
る
も
の
は
、

な
こ
と
ご
と
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
ゆ
ゑ
ん
は
い
み
な
こ
と
ご
と
く
正

定

の

聚
に
住
す
。
ゆ
へ
は

必
ず
仏
に
な
る
べ
き
身
と
な
れ
る
と
な
り

か
ん
。
か
の
仏
国
の
う
ち
に
は
も
ろ
も
ろ
の
邪
聚
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
か
の
佛
國
の
う
ち
に
は
も
ろ
も
ろ
の

お
よ
び
不
定
聚
な
け
れ
ば
な
り
」
と
。

邪
聚
お
よ
び
不
定
聚
は
な
け
れ
ば
な
り
と
の
た
ま
へ
り
。

Ｑ

『
一
念
多
念
文
意
』
の
成
就
文
の
文
意
は
如
何
。

Ａ

彼
の
国
（
真
実
報
土
）
に
生
ま
れ
む
と
す
る
者
は
正
定
聚
に
住
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
邪
定
聚
不
定
聚
は

真
実
報
土
に
往
け
な
い
か
ら
。

Ｑ

ど
う
し
て
「
生
彼
国
者
」
を
現
生
と
読
め
る
の
か
。

Ａ

『
如
来
会
』
願
成
就
文
に
よ
る
。

【6

】

ま
た
の
た
ま
は
く
（
如
来
会
・
下
）、「
彼
（
現
代
語
版
）

の
国
の
衆
生
、
若
し
当
に
生
れ
ん
者
、
皆
悉
く
無

「
浄
土
に
往
生
す
る
人
々
は
、
み
な
す
べ
て
正
定
聚
の

上
菩
提
を
究
竟
し
、
涅
槃
の
処
に
到
ら
し
め
ん
。
も
の
で
あ
り
、
必
ず
こ
の
上
な
い
さ
と
り
を
き
わ
め
、
涅

な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
邪
定
聚
お
よ
び
槃
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
邪
定
聚
や
不
定
聚
の

不
定
聚
は
、
か
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
す
も
の
は
、
仏
が
浄
土
に
往
生
す
る
因
を
設
け
ら
れ
た
こ
と

る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
」
と
。｛
以
上
抄
を
知
ら
な
い
の
で
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

要
｝

あ
る
」

Ｑ

文
意
如
何
。

Ａ

彼
土
の
衆
生
と
し
て
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
者
は
滅
度
に
到
る
。
邪
定
聚
お
よ
び
不
定
聚
は
往
生

で
き
な
い
。

Ｑ

邪
定
聚
不
定
聚
が
真
実
報
土
に
往
生
で
き
な
い
理
由
は
？

Ａ

彼
の

因
を

建
立
せ
る
こ
と
を

了
知
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

弥
陀
が

衆
生
の
往
因
を

成
就
せ
る
こ
と
を

了
知
し
て
い
な
い
か
ら

Ｑ

正
定
聚
は
ど
う
し
て
真
実
報
土
に
往
生
で
き
る
の
か
。

Ａ

彼
の

因
を

建
立
せ
る
こ
と
を

了
知
。

弥
陀
が

衆
生
の
往
因
を

成
就
せ
る
こ
と
を

了
知
し
て
い
た
か
ら

Ｑ

彼
の

因
を

建
立
せ
る
こ
と
を

了
知
す
る
の
は
彼
土
か
此
土
か
。

Ａ

此
土
。
往
生
す
る
前
の
現
生
。

Ｑ

宗
祖
の
現
生
正
定
聚
の
理
由
如
何
。

Ａ

摂
取
不
捨
の
故
に

『
末
灯
鈔
』
第
１
通
（『
聖
典
全
書
』
二
巻777

頁
）（『
註
釈
版
』735

頁
）

真
実
信
心
の
行
人
は
摂
取
不
捨
の
ゆ
へ
に
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
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「
行
文
類
」
行
信
利
益
（『
聖
典
全
書
』
二
巻48

頁
）（『
註
釈
版
』187

頁
）

何
に
況
ん
や
十
方
群
生
海
、

斯
の
行
信
に
帰
命
す
れ
ば
、

行
信
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
に
帰
命
す
れ
ば

摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。

名
義
の
通
り
現
生
に
摂
取
不
捨
の
利
益
に
預
か
る

故
に
阿
弥
陀
仏
と
名
づ
る
と
。

是
を
他
力
と
曰
ふ
。

是
を
以
て
龍
樹
大
士
は

「
即
時
入
必
定
」
と
曰
へ
り
。

曇
鸞
大
師
は

「
入
正
定
聚
之
数
」
と
云
へ
り
。
彼
土
正
定
聚
を
現
生
に
転
釈
し
て
い
る

Ｑ

摂
取
不
捨
と
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

Ａ

現
生
護
念
の
利
益
を
得
て
い
る
状
況
を
い
う
。

『
愚
禿
鈔
』
下

二
河
譬
の
「
我
能
護
汝
」
の
「
護
」
を
釈
し
て
（『
聖
典
全
書
』
二
巻306

頁
）（『
註

釈
版
』539

頁
）

「
護
」
の
言
は
、
阿
弥
陀
仏
果
成
の
正
意
を
顕
す
な
り
、
ま
た
摂
取
不
捨
を
形
す
の
貌
な
り
、
す
な

は
ち
こ
れ
現
生
護
念
な
り
。

阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
信
順
す
る
人
は
、
仏
の
正
意
に
か
な
っ
た
も
の
と
し
て
光
明
の
中
に
摂
め
取
ら
れ
決
し
て

見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
臨
終
の
一
念
ま
で
護
り
続
け
ら
れ
る
。

Ｑ

何
が
護
ら
れ
る
の
か
。

Ａ

往
生
成
仏
の
因
。
す
な
わ
ち
信
心
が
護
ら
れ
る
。

「
現
世
利
益
和
讃
」（
浄
土
和
讃109

）（『
聖
典
全
書
』
二
巻393

頁
）

無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
に
は

無
数
の
阿
弥
陀
ま
し
ま
し
て

化
仏
お
の
お
の
こ
と
ご
と
く

真
実
信
心
を
ま
も
る
な
り

往
生
成
仏
の
因
と
し
て
の
信
心
が
退
転
し
な
い

必
ず
往
生
し
、
成
仏
す
べ
き
身
に
定
め
ら
れ
て
い
る

ゆ
え
に
正
定
聚
で
あ
る

Ｑ

『
易
行
品
』
は
ど
の
よ
う
な
書
か
。

Ａ

難
行
道
に
堪
え
ら
れ
な
い
凡
夫
を
救
っ
て
不
退
転
地
に
至
ら
せ
る
「
信
方
便
易
行
」
を
明
か
す
。

Ｑ

「
即
時
入
必
定
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

現
生
で
不
退
転
地
に
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

『
易
行
品
』
弥
陀
章

本
願
趣
意
の
文
（『
聖
典
全
書
』
一
巻415

頁
）（『
註
釈
版
』153

頁
）

三
心

十
念

若
人
念
我
称
名
自
帰

此
土

即
入
必
定

此
土

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

彼
土

『
易
行
品
』
弥
陀
章
偈

本
願
成
就
趣
意
の
文
（『
聖
典
全
書
』
一
巻415

頁
）（『
註
釈
版
』153

頁
）

聞
信
一
念

即
得
往
生
住
不
退
転

人
能
念
是
仏

無
量
力
威
〔
功
〕
徳

即
時
入
必
定
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引
文

「
行
文
類
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻24

頁
）（『
註
釈
版
』153

頁
）、

『
尊
号
真
像
銘
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻615a

頁
）（『
註
釈
版
』650

頁
）

「
即
時
入
必
定
」
の
み
引
文

「
行
文
類
」49

、『
一
念
多
念
文
意
』664

Ｑ

『
論
註
』
は
ど
の
よ
う
な
書
か
。

Ａ

五
濁
の
世
、
無
仏
の
時
代
を
生
き
る
凡
夫
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
救
い
を
信
ず
る
因
縁
に
よ
っ
て
、
仏

願
力
に
乗
じ
て
浄
土
に
往
生
し
、
仏
力
の
住
持
を
得
て
大
乗
正
定
聚
に
入
ら
し
め
ら
れ
る
。

Ｑ

『
論
註
』
の
「
入
正
定
聚
之
数
」
は
ど
の
よ
う
な
位
か
。

Ａ

五
功
徳
門

近
・
大

菩
薩
の
行
位

初
地

不
退
転
地

初
め
て
無
漏
智
を
起
こ
し
て
真
如
を
悟
り
、愛
憎
の
煩
悩
を
断
ち
切
り
、輪
廻
転
生
し
な
い
。

歓
喜
地

心
身
共
に
喜
び
に
包
ま
れ
る

正
定
聚

必
ず
大
涅
槃
を
悟
り
、
仏
果
を
完
成
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る

【
参
考
】『
浄
土
論
』
の
不
退
転
は
彼
土
見
仏
の
と
き

（『
聖
典
全
書
』
一
巻435

頁

442

頁
）

観
彼
安
楽
世
界

見
阿
弥
陀
仏

此
土
で
五
念
四
心

彼
土
で
授
記

礼
拝

近

得
生
安
楽
国

讃
嘆

大
会
衆

入
大
会
衆
数

作
願

宅

入
蓮
華
蔵
世
界

観
察

屋

受
用
種
々
法
味
楽

回
向

園
林
遊
戯
地

廻
入
生
死
園

至
教
化
地

Ｑ

彼
土
に
往
生
し
て
か
ら
正
定
聚
に
な
る
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ

①
『
大
経
』
第
十
一
願
文
・
成
就
文
、『
浄
土
論
』
が
彼
土
正
定
聚
だ
か
ら
。

②
正
定
聚
は
無
漏
智
を
起
こ
し
三
界
を
超
越
し
た
聖
者
で
あ
り
、
濁
世
の
願
生
者
は
死
ぬ
ま
で
凡
夫
だ
か

ら
。

Ｑ

宗
祖
が
現
生
正
定
聚
の
証
文
と
し
て
挙
げ
た
の
は
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。

Ａ

煩
悩
具
足
の
身
の
ま
ま
、
摂
取
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
穢
土
に
あ
り
な
が
ら
尽
十
方
無
碍
光
如
来
の
秩
序

の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

他
力
回
向
の
信
心
は
そ
の
体
仏
智
、
仏
心
で
あ
り
、
無
漏
智
で
あ
る
。
だ
か
ら
よ
く
成
仏
の
因
と
な
る
。

彼
土
の
聖
者
と
同
じ
く
、
穢
土
に
あ
り
な
が
ら
も
大
会
衆
の
数
に
入
る
。

歸
入
功
德
大
寶
海

必
獲
入
大
會
衆
數

得
至
蓮
華
藏
世
界

卽
證
眞
如
法
性
身

遊
煩
惱
林
現
神
通

入
生
死
園
示
應
化
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②
信
益
同
時
と
現
生
十
種
の
益

Ｑ

正
定
聚
に
住
す
る
の
は
い
つ
か
。

Ａ

信
樂
開
發
時
剋
之
極
促

（「
信
文
類
」
信
一
念
釈
（『
聖
典
全
書
』
二
巻93

頁
））

夫
按
眞
實
信
樂
、
信
樂
有
一
念
。
一
念
者
斯
顯
信
樂
開
發
時
剋
之
極
促
、
彰
廣
大
難
思
慶
心
也
。

是
以
『
大
經
』（
卷
下
）
言
、「
諸
有
衆
生
、
聞
其
名
號
信
心
歡
喜
、
乃
至
一
念
。
至
心
廻
向
。
願
生

彼
國
、
卽
得
往
生
、
住
不
退
轉
。」

Ｑ

文
証
如
何

Ａ

先
の
信
一
念
時
剋
釋
と
信
相
釈
を
う
け
て

「
信
文
類
」
信
一
念
釈
（『
聖
典
全
書
』
二
巻94
頁
）

獲
得
金
剛
眞
心
者
、

橫
超
五
趣
八
難
道
、

当
来
往
生
が
定
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

五
趣

地
獄
餓
鬼
畜
生
人
間
天
上

八
難

地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
・
長
寿
天
・

辺
地
・
聾
盲
瘖
啞
・
世
智
弁
聡
・
仏
前
仏
後

必
獲
現
生
十
種
益
。

現
生
に
正
定
聚

何
者
爲
十
。

一
者
冥
衆
護
持
益
、
二
者
至
德
具
足
益
、
三
者
轉
惡
成
善
益
、

四
者
諸
佛
護
念
益
、
五
者
諸
佛
稱
讚
益
、
六
者
心
光
常
護
益
、

七
者
心
多
歡
喜
益
、
八
者
知
恩
報
德
益
、
九
者
常
行
大
悲
益
、

十
者
入
正
定
聚
益
也
。
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三
、
滅
度
密
益
と
一
益
法
門
の
否
定

①
「
即
得
往
生
」
と
正
定
聚
の
関
係

『
御
文
章
』
一
帖
目
第
四
通
（『
聖
典
全
書
』
五
巻74

頁
）

問
て
い
わ
く
、
正
定
と
滅
度
と
は
一
益
と
こ
こ
ろ
う
べ
き
か
、
ま
た
二
益
と
こ
こ
ろ
う
べ
き
や
。
答
へ
て
い
わ

く
、
一
念
発
起
の
か
た
は
正
定
聚
な
り
。
こ
れ
は
穢
土
の
益
な
り
。
つ
ぎ
に
滅
度
は
浄
土
に
て
う
べ
き
益
に
て

あ
る
な
り
と
こ
こ
ろ
う
べ
き
な
り
。
さ
れ
ば
二
益
な
り
と
お
も
う
べ
き
も
の
な
り
。

存
覚
師
『
六
要
鈔
』
証
文
類
釈
（『
聖
典
全
書
』
四
巻1166

頁
）

問
。
定
聚
・
滅
度
は
是
二
益
か
、
ま
た
一
益
か
。
答
。
是
二
益
也
。
定
聚
と
言
ふ
は
是
不
退
に
当
た
る
。
滅
度

と
言
ふ
は
是
涅
槃
を
指
す
。

②
「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」
の
解
釈

「
証
文
類
」
引
文
『
論
註
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻135
頁
）（『
註
釈
版
』310

頁
）

「
真
仏
土
文
類
」
引
文
『
論
註
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻170
頁
）（『
註
釈
版
』357

頁
）

（
現
代
語
版
『
教
行
信
証
』
本
願
寺
出
版
）

『
註
論
』（
論
註
＊
卷
下
）
曰
、
【
二
三
】

『
往
生
論
註
』
に
い
わ
れ
て
い
る
。

「
莊
嚴
淸
淨
功
德
成
就
者
、

「〈
清
浄
功
徳
成
就
と
は
、
願
生
偈
に
、《
浄
土
の
あ
り
方
を
観
ず
る
と
、

偈
言
觀
彼
世
界
相
勝
過
三
界
迷
い
の
世
界
を
超
え
て
い
る
》
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
〉
と
『
浄
土
論
』

道
故
。
此
云
何
不
思
議
。
有
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
う
し
て
不
可
思
議
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
ら

凡
夫
人
煩
惱
成
就
、
亦
得
生P-

-
421

彼
淨
土
、
三
界
繫
業
畢
竟
不
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
え
た
凡
夫
が
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
生
れ
る
と
、
迷
い
の
世

牽
。
則
是
不
斷
煩
惱
得
涅
槃
界
に
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
れ
ま
で
の
行
い
も
、も
は
や
そ
の
力
を
失
う
。こ
れ
は
、

分
。
焉
可
思
議
。」

自
ら
煩
悩
を
断
ち
切
ら
ず
に
、
そ
の
ま
ま
浄
土
で
涅
槃
の
さ
と
り
を
得
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
思
い
は
か
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」

『
三
経
往
生
文
類
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻583

頁
）（『
註
釈
版
』18

頁
）（『
註
釈
版
』629

頁
）
に
も
引
文
。
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四
、
広
門
示
現
相

①
難
思
議
往
生

法
事
讃
で
は弥

陀
釈
迦
十
方
諸
仏
諸
菩
薩
の
来
臨
を
請
う

厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
、
自
利
利
他
の
た
め
に
法
輪
を
転
じ
よ
う
と

難
思
議
・
双
樹
林
下
、
難
思
と
「
往
生
楽
」
を
讃
嘆
し
て
願
生
心
を
表
白
す
る

宗
祖
が
言
葉
を
転
用

難
思
議
往
生

他
力
念
仏
往
生

双
樹
林
下
往
生

自
力
諸
行
往
生

難
思
往
生

自
力
念
仏
往
生

難
思
議
往
生
と
は

「
利
他
圓
滿
之
妙
位
、
无
上
涅
槃
之
極
果
」

煩
悩
具
足
の
凡
夫
が
真
実
報
土
の
往
生
し
、
即
座
に
無
上
涅
槃
の
仏
果
を
極
め
る
こ
と
。

人
間
は
も
ち
ろ
ん
弥
勒
菩
薩
と
い
え
ど
も
思
議
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
本
願
力
廻
向
の
妙
果
で
あ
る

こ
と
を
「
難
思
議
往
生
」
と
い
う
。

往
生
と
い
う
こ
と
す
ら
も
難
思
議
な
の
か

「
実
相
、
法
性
、
真
如
、
一
如
」
と
転
釈
。

「
皆
受
自
然
虛
无
之
身
、
无
極
之
體
」

往
来
を
越
え
た
往

無
往
の
往

生
死
を
超
え
た
生

無
生
の
生

真
如
は
相
を
超
え
た
絶
対
の
一
、
す
な
わ
ち
一
如
で
あ
る
。

い
つ
難
思
議
往
生
す
る
の
か

「
信
文
類
」
便
同
弥
勒

（『
聖
典
全
書
』
二
巻103

頁
）（『
註
釈
版
』264

頁
）

眞
知
、
彌
勒
大
士
窮
等
覺
金
剛
心
故
、
龍
華
三
會
之
曉
、
當
極
无
上
覺
位
。
念
佛
衆
生
窮
橫
超
金
剛

心
故
、
臨
終
一
念
之
夕
、
超
證
大
般
涅
槃
。
故
曰
便
同
也
。

証
文
類
（『
聖
典
全
書
』
二
巻133

頁
）

（
現
代
語
版
「
教
行
信
証
」
本
願
寺
出
版329

頁
）

謹
顯
眞
實
證
者
、
則
是
利
他
【
一
】

つ
つ
し
ん
で
、
真
実
の
証
を
顕
せ
ば
、
そ
れ
は
他
力
に
よ
っ
て
与
え

圓
滿
之
妙
位
、
无
上
涅
槃
之
ら
れ
る
功
徳
の
満
ち
た
仏
の
位
で
あ
り
、
こ
の
上
な
い
さ
と
り
と
い
う
果
で
あ

極
果
也
。
卽
是
出
於
必
至
滅
る
。
こ
の
証
は
必
至
滅
度
の
願
［（
第
十
一
願
）］
よ
り
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

度
之
願
。
亦
名
證
大
涅
槃
之
こ
の
願
を
ま
た
証
大
涅
槃
の
願
と
も
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

願
也
。
然
煩
惱
成
就
凡
夫
、

さ
て
、
煩
悩
に
ま
み
れ
、
迷
い
の
罪
に
汚
れ
た
衆
生
が
、
仏
よ
り
回
向
さ
れ

生
死
罪
濁
群
萌
、
獲
往
相
回
た
信
と
行
と
を
得
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
大
乗
の
正
定
聚
の
位
に
入
る
の
で
あ

向
心
行
、
卽
時
入
大
乘
正
定
る
。
正
定
聚
の
位
に
あ
る
か
ら
、
浄
土
に
生
れ
て
必
ず
さ
と
り
に
至
る
。
必
ず

聚
之
數
。
住
正
定
聚
故
必
至
さ
と
り
に
至
る
と
い
う
こ
と
は
、
常
楽
我
浄
と
い
う
徳
を
そ
な
え
る
こ
と
で
あ

滅
度
。
必
至
滅
度
卽
是
常
樂
。
る
。
こ
の
常
楽
我
浄
の
徳
を
そ
な
え
る
と
い
う
こ
と
は
煩
悩
を
滅
し
尽
し
た
境

常
樂
卽
是
畢
竟
寂
滅
。
寂
滅
地
、
す
な
わ
ち
畢
竟
寂
滅
に
住
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
寂
滅
は
こ
の
上
な
い
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卽
是
无
上
涅
槃
。
无
上
涅
槃
さ
と
り
、
す
な
わ
ち
無
上
涅
槃
で
あ
る
。
こ
の
無
上
涅
槃
は
生
滅
変
化
を
超
え

卽
是
无
爲
法
身
。
无
爲
法
身
た
真
実
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
無
為
法
身
で
あ
る
。
こ
の
無
為
法
身
は
す
べ
て

卽
是
實
相
。
實
相
卽
是
法
性
。
の
も
の
の
真
実
の
す
が
た
、
す
な
わ
ち
実
相
で
あ
る
。
こ
の
実
相
は
す
べ
て
の

法
性
卽
是
眞
如
。
眞
如
卽
是
も
の
の
変
る
こ
と
の
な
い
本
性
、
す
な
わ
ち
法
性
で
あ
る
。
こ
の
法
性
は
す
べ

一
如
。
然
者
、
彌
陀
如
來
從
て
の
も
の
の
絶
対
究
極
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
真
如
で
あ
る
。
こ
の
真
如
は
相

如
來
生
、
示
現
報
・
應
・
化
を
超
え
た
絶
対
の
一
、
す
な
わ
ち
一
如
で
あ
る
。
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
は
、
こ
の

種
種
身
也
。

一
如
よ
り
か
た
ち
を
現
し
て
、
報
身
・
応
身
・
化
身
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
す
が

た
を
示
し
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
。

（
中
略
）

願
成
就
文
、『
經
』（
大
經
＊
【
四
】

願
［（
第
十
一
願
）］
成
就
文
は
、『
無
量
寿
経
』
に
次
の
よ
う
に
説

卷
下
）
言
、「
其
有
衆
生
、
生
か
れ
て
い
る
。

彼
國
者
、
皆
悉
住
於
正
定
之

「
浄
土
に
生
れ
る
人
々
は
、
す
べ
て
正
定
聚
の
位
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

聚
。
所
以
者
何
。
彼
佛
國
中
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
は
邪
定
聚
や
不
定
聚
の
も
の
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」

无
諸
邪
聚
及
不
定
聚
。」

又
（
大
經
＊
卷
上
）
言
、「
彼
【
五
】

ま
た
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
［（
無
量
寿
経
）］。

佛
國
土
、
淸
淨
安
穩
微
妙
快

「
阿
弥
陀
仏
の
国
は
浄
く
安
ら
か
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
て
楽
し
く
、
涅
槃
の
さ

樂
。
次
於
无
爲
泥
洹
之
道
。
と
り
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
国
の
声
聞
・
菩
薩
・
神
々
・
人
間
は
、
み
な
す
ぐ

其
諸
聲
聞
・
菩
薩
・
天
・
人
、
れ
た
智
慧
と
自
由
自
在
な
神
通
力
を
そ
な
え
、
姿
か
た
ち
も
み
な
同
じ
で
、
何

智
慧
高
明
神
通
洞
達
。
咸
同
の
違
い
も
な
い
。
た
だ
他
の
世
界
に
な
ら
っ
て
人
間
と
か
神
々
と
か
い
う
だ
け

一
類
、
形
无
異狀

。
但
因
順
餘
で
、
そ
の
顔
か
た
ち
の
端
正
な
こ
と
は
世
に
超
え
す
ぐ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
は

方
故
、
有
人
天
之
名
。
顏
貌
美
し
く
、
い
わ
ゆ
る
神
々
や
人
間
の
た
ぐ
い
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
も
の
が
、

端
政
超
世
希
有
。
容
色
微
妙
、
き
わ
ま
り
な
く
す
ぐ
れ
た
さ
と
り
の
身
を
得
る
の
で
あ
る
」

非
天
非
人
。
皆
受
自
然
虛
无

之
身
、
无
極
之
體
。」

20220330更新 正定滅度
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②
浄
土
の
正
定
聚

從
如
來
生
、
示
現
報
・
應
・
化
種
種
身

↓

（『
聖
典
全
書
』
二
巻137

頁
）（『
註
釈
版
』313

頁
）

二
言
還
相
回
向
者
、
則
是
利
他
敎
化
地
益
也
。
則
是
出
於
必
至
補
處
之
願
。
亦
名
一
生
補
處
之
願
。
亦
可
名
還

相
回
向
之
願
也
。
顯
『
註
論
』。
故
不
出
願
文
。
可
披
『
論
註
』。

第
二
十
二
願

（『
聖
典
全
書
』
二
巻139

頁
）（『
註
釈
版
』316

頁
）

経
当
面

論
註

本
典

設
我
得
佛
、

他
方
佛
土
諸
菩
薩
衆
、

來
生
我
國
、

往
生

往
生

往
生
成
仏

究
竟
必
至
一
生
補
處
。

願
事

一
生
補
処

願
事

一
生
補
処

願
事

従
果
還
因

本
国
位
相

本
国
位
相
も

除
其
本
願
自
在
所
化
、
除
外

あ
え
て
一
生
補
処

除
外

爲
衆
生
故
、
被
弘
誓
鎧
、

に
至
ら
ず
、
衆
生
教

他
方
摂
化

他
方
摂
化
も

積
累
德
本
、
度
脫
一
切
、

化
し
た
い
者
は
除
く

証
果
の
展
開
相

遊
諸
佛
國
、
修
菩
薩
行
、

供
養
十
方
諸
佛
如
來
、

開
化
恆
砂
无
量
衆
生
使

立
无
上
正
眞
之
道
。

従
因
至
果
の
常
倫
を

超
出
常
倫
、
諸
地
之
行

一
生
補
処
す
る
常
倫
に

浄
土
に
は
七
地
沈
空
の
常

超
え
て
、
一
生
補
処

現
前
、
修
習
普
賢
之
德
。

至
ら
ず
他
方
摂
化
す
る

倫
が
な
い
。
速
や
か
に
一

に
と
ど
ま
ら
な
い
よ

生
補
処
に
至
る
の
は
本
願

う
な
諸
地
の
行
を
現

力
を
増
上
縁
と
す
る
か
ら

前
す
る

若
不
爾
者
、
不
取
正
覺
。

以
上
。
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
ご
指
導
下
さ
い
。

〒
五
九
九
︱
八
一
二
五

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５
２
１

旭
照
寺

山
上
正
尊

senjakuhongan@
gm

ail.com

20220330更新 正定滅度
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